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11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受

章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
の
叙
勲
受
章

 

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▼
松
本
　
輝
彦
さ
ん
（
南
波
多
町
）

　
元
公
立
中
学
校
長

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

▼
吉
田
　
立
身
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
准
海
尉

▼
永な

が

良ら

　
俊
史
さ
ん
（
松
浦
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
分
団
長

瑞
宝
単
光
章

【
文
化
振
興
】

▼
岩
政
　
實
男
さ
ん
（
新
天
町
）

　
窯
跡
の
保
護
・
周
知
・
啓
発
に

尽
力

▼
松
尾
　
清
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
郷
土
研
究
に
尽
力

総
務
大
臣
表
彰

▼
丸
田
美
智
子
さ
ん
（
二
里
町
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

▼
原
　
歌
代
子
さ
ん
（
山
代
町
）

　
11
月
８
日
、
市
役
所
で
伊
万
里

市
教
育
委
員
会
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な

ん
で
、
教
育
や
学
術
、
文
化
、
体

育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
人

に
対
し
、
市
教
育
委
員
会
が
毎
年

表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
社
会
体
育
と
文
化
振
興

の
分
野
で
合
計
５
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。

◆
受
賞
者
・
功
績

【
社
会
体
育
】

▼
下
平 

康
則
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
陸
上
競
技
の
普
及
・
発
展
に

尽
力

▼
寺
川
琉
之
介
さ
ん
（
二
里
町
）

　
と
び
う
お
杯
第
32
回
全
国
少
年

少
女
水
泳
競
技
大
会
で
上
位

成
績

▼
岩
永
　
吉き
っ

平ぺ
い

さ
ん
（
立
花
町
）

　
と
び
う
お
杯
第
32
回
全
国
少
年

少
女
水
泳
競
技
大
会
で
上
位

成
績

　
平
成
29
年
度
の
卓
越
し
た
技
能

者
（
現
代
の
名
工
）
に
、
大
川
内

町
に
あ
る
龍
仙
窯
の
市
川
龍
男
さ

ん
が
選
ば
れ
、
11
月
10
日
、
塚
部

芳
和
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
広
く
社
会
に
技
能
尊

重
の
気
風
を
浸
透
さ
せ
、
技
能
者

の
地
位
や
技
能
水
準
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
毎
年
厚
生
労
働
省

が
選
出
し
、
表
彰
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
市
で
は
３
人
目
の
受
賞
者
と
な

る
市
川
さ
ん
。「
名
誉
と
共
に
責
任

も
重
大
で
す
ね
」
と
の
塚
部
市
長

の
言
葉
に
、「
受
賞
に
恥
じ
な
い
作

品
づ
く
り
と
、
後
継
者
の
育
成
に

励
み
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

市
川
龍
男
さ
ん
が

『
現
代
の
名
工
』を
受
賞

↑『現代の名工』を受賞した市川さん（左）

平
成
29
年
度
統
計

功
績
者
表
彰
受
賞
者

市
教
育
委
員
会
表
彰

↑
受
賞
者
の
皆
さ
ん
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インフォメーション

■
決
算
認
定
（
10
件
）

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
、

特
別
会
計
決
算
９
件
に
つ
い
て
認

定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
・

第
６
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
億
９
５
８
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

２
５
８
億
７
６
２
８
万
９
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
防
犯
灯
設
置
促
進
事
業

51
万
円

▽
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
業
（
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
等
委
託
料)

　  

４
４
６
万
円

▽
農
地
災
害
復
旧
事
業９

７
７
万
円

▽
衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
事
業

２
２
１
９
万
円

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
（
構
成
は
左
表
）。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

13
人
の
議
員
か
ら
25
項
目
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１

日
か
ら
10
月
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、
条
例
議
案
２
件
、
一
般
議
案
３
件
、
決
算
議
案
10

件
、
予
算
議
案
９
件
、
議
会
議
案
１
件
、
決
議
案
１
件
の

審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
私
立
保
育
園
整
備
促
進
事
業

１
５
３
１
万
円

▽
公
立
保
育
園
管
理
運
営
事
業（
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
）４

０
０
万
円

▽
小
規
模
土
地
改
良
支
援
事
業43

万
円

▽
基
幹
水
利
施
設
等
緊
急
補
修
事
業

61
万
円

▽
道
路
管
理
事
業 

３
４
３
７
万
円

▽
消
防
団
施
設
整
備
支
援
事
業80

万
円

▽
消
防
用
設
備
管
理
事
業 

32
万
円

▽
小
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業(

大

坪
・
松
浦
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

工
事)          

６
７
４
３
万
円

▽
小
中
一
貫
校
整
備
事
業２

４
５
万
円

▽
体
育
施
設
環
境
改
善
事
業
（
伊

万
里
湾
大
橋
球
技
場
ト
イ
レ
等

改
築
工
事
）　  

１
３
４
９
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

６
２
１
万
円

し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を
受
け

た
も
の
で
す
。

▽
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
に
伴

い
、
市
税
還
付
金
を
追
加
す
る

た
め
、
所
要
の
補
正
措
置
を
講

じ
た
も
の
で
す
。

▽
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

７
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
に
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
早

急
に
対
応
す
る
た
め
、
所
要
の

補
正
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
波
多
津
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
の
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
受

け
た
も
の
で
す
。

■
駅
ビ
ル
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
伊
万
里
駅
前
公
園
を
駅
ビ
ル
の

施
設
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
南
波
多
小
学
校
お
よ
び
南
波
多

中
学
校
を
閉
校
し
、
平
成
30
年
４

月
１
日
に
、
新
た
に
義
務
教
育
学

校
と
し
て
南
波
多
郷
学
館
を
設
置

す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
２
件
）

　
次
の
２
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
７
月

３
日
、８
月
４
日
に
専
決
処
分（
※
）

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

議

会

報

告

決算審査特別委員会
（22人）

岩﨑　義弥

中山　光義

坂本　繁憲

前田　邦幸

力武　勝範

弘川　貴紀

前田　敏彦

井手　　勲

香月　孝夫

副島　　明

梶山　　太

山口　恭寿

舩津　賢次

松尾　雅宏

多久島　繁

草野　　讓

渡邊　英洋

樋渡　雅純

笠原　義久

盛　　泰子

（敬称略）

（委 員 長）馬場　　繁

（副委員長）東　　真生

決
算
議
案

（
※
）専
決
処
分
　
議
会
の
議
決
を

要
す
る
案
件
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
場
合
な
ど
に
、
市
長
の
判

断
で
決
定（
処
分
）し
、
そ
の
後
開
か

れ
る
議
会
で
承
認
を
求
め
る
も
の

（
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
）

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

決
　
議
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■
人
権
週
間
と
は

　
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
国
際

連
合
第
３
回
総
会
で
『
世
界
人
権

宣
言
』
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
12
月
10
日
を
『
人
権
デ
ー
』

と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

（
12
月
４
日
〜
10
日
）
を
『
人
権
週

間
』
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
人
権

宣
言
の
趣
旨
と
重
要
性
を
広
く
日

本
国
民
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に

さまざまな人権問題

【平成29 年度啓発活動年間強調事項】
・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者の人権を守ろう
・障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・同和問題に関する偏見や差別をなくそう
・アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
・外国人の人権を尊重しよう
・ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
・刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
・性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう　※17ページで紹介
・性自認を理由とする偏見や差別をなくそう　※17ページで紹介
・人身取引をなくそう
・東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。法務省人権擁
護局が定めている人権啓発活動の年間強調事項を紹介します。

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

☎
㉓
２
１
９
０
）

生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

　「
自
分
ら
し
く
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た
い
」

　
誰
も
が
持
つ
こ
の
願
い
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
（
基
本
的
人
権
）
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
や
差
別
を
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
見
過
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
相
手
の
痛
み
や
悲
し

み
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
12
月
４
日
～
10
日
は
、『
人
権
週
間
』
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〜
世
界
人
権
宣
言 

第
１
条
〜

人
権
週
間
　
12
月
４
日
〜
10
日

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
や
団
体

に
お
け
る
研
修
講
座
の
開
催
な

ど
、
人
権
・
同
和
教
育
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
正
し
く
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
あ
な
た
も
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

162017.12広報伊万里



インフォメーション

性
の
多
様
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
同
性
に
恋
愛
感
情
を
持
つ
人
や
、

自
分
の
性
に
違
和
感
が
あ
る
人
な

ど
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
頭
文

字
を
と
り
、『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す（
左
下
の
説
明
参
照
）。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
性
別
を
男
女

二
分
す
る
こ
と
に
な
じ
ま
な
い
人

や
、
自
分
の
性
的
指
向
が
分
か
ら

な
い
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
が
い
ま
す
。

　『
ホ
モ
』『
レ
ズ
』『
オ
カ
マ
』『
オ

ナ
ベ
』
な
ど
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

深
く
傷
つ
く
人
が
い
ま
す
。
冗
談

で
も
使
う
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
独
身
の
人
へ
の
「
結
婚

し
な
い
の
？
」
や
、
結
婚
し
た
人

へ
の
「
子
ど
も
は
？
」
な
ど
の
質

問
は
、
結
婚
す
る
の
が
当
た
り
前
、

子
ど
も
を
産
む
の
が
当
た
り
前
と

い
う
固
定
観
念
か
ら
く
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
傷
つ

く
人
が
い
る
こ
と
を
考
え
、
相
手

の
気
持
ち
を
思
い
や
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
夫
婦
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
夫
や
妻
と
い
う
呼
び

方
で
は
な
く
『
パ
ー
ト
ナ
ー
』
と

い
う
呼
び
方
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

世
の
中
に
は
多
様
な
性
自
認
や
性

的
指
向
の
人
が
い
て
、
日
本
に
は

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
は
13
人
に
１
人
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
く
の
人
は
そ
の
存
在
に
あ
ま
り

気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、「
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た

ら
嫌
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」「
い

じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
の
不
安
か
ら
、
当
事
者
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
隠

さ
ざ
る
を
得
な
い
世
の
中
だ
か
ら

で
す
。

　性自認とは
　自分自身の性をどのように認識して
いるかということで、『こころの性』と
も言います。
　多くの人は『こころの性』と『から
だの性』が一致していますが、『こころ
の性』と『からだの性』との食い違い
に悩み、苦しんでいる人がいます。

　性的指向とは
　いずれの性を恋愛の対象とするのか
ということです。
　「異性を好きになるのが普通だ」とい
う人（異性愛者）からみて同性を好き
になる人（同性愛者）は少数で、根強
い偏見や差別があり、周囲の無理解か
ら苦しんでいる人がいます。

小・中学生の
　　人権・同和教育作品展

　友だちや家族を大切にする気持ちなど
について、小・中学生が標語・書道・作
文などで表現した、人権・同和教育作品
を展示します。
　皆さん、ぜひご来場ください。

● 開催場所・期間
▷市役所 市民ロビー
　12 月４日（月）～ 11 日（月）
▷市民図書館
　12 月 12 日（火）～ 22 日（金）
※ 最終日は午後４時まで

◆
知
っ
て
い
ま
す
か『Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
』

◆
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て

傷
つ
い
て
い
る
人
が
い
ま
す

◆
多
様
な
性
が
あ
る
こ
と
に

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　Ｌ  esbian

　レズビアン（女性の同性愛者）

　Ｇ  ay

　ゲイ（男性の同性愛者）

　Ｂ  isexual

　バイセクシュアル（両性愛者）

　Ｔ  ransgender

　トランスジェンダー
　（こころの性と体の性との不一致）

　
私
た
ち
は
、
性
を
『
男
』
と
『
女
』
の
２
つ
に
分
け
て
考
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、『
か
ら
だ
の
性
』
と
『
こ
こ
ろ
の
性
』
は

必
ず
し
も
同
じ
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
恋
愛
対
象
と
な

る
性
も
異
性
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
『
性
自
認
』
や
『
性
的
指
向
』
を
理
由
に
し
た
偏

見
や
差
別
に
よ
っ
て
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、『
異
性
を
好
き
に
な
る
の
が
当
た
り
前
』
な
ど
の
固
定
観
念

や
、
誤
っ
た
認
識
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
や
す
い
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
顔
や
体
格
な
ど
が

違
う
よ
う
に
、
考
え
方
や
感
じ
方

も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
ま
ず
は

お
互
い
に
違
い
が
あ
っ
て
当
然
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
の
周
り
に
は
、

多
様
な
性
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
あ

り
の
ま
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

『人権週間』における市の取り組み
を紹介します
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お知らせします　高額医療・高額介護合算療養費制度

※1　同一世帯に課税所得 145 万円以上の所得がある 70 歳以上の人

※2　※1、※3、※4 以外の人

※3　世帯員全員が市町村民税非課税の人

※4　※3 のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人（年金収入 80 万円以下など）

※次のいずれかに該当する人は、支給対象となることをお知らせできない場合があります。上記の支給要件
を参考に、支給対象となるかを確認してください。具体的な手続きや不明な点は、問い合わせてください。

　　 平成 28 年８月１日から平成 29 年７月 31 日までの間に、
　　 ▷市町を越える転居をした人
　　 ▷ほかの医療保険制度から国民健康保険または後期高齢者医療制度に変更した人

※ 被用者保険（国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保険）に加入している人にはお知らせが届きません。

所得区分 基準額

① 現役並み所得者　※1 67 万円

② 一　般　　　　　※2 56 万円

③ 低所得者Ⅱ　　　※3 31 万円

④ 低所得者Ⅰ　　　※4 19 万円

● 問合先　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の人　長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）
　　　　　国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入の人　長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

■高額医療・高額介護合算療養費制度とは
医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、各医療保険の世帯ごとに、１年間に
支払った医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

■支給要件・支給額は
各医療保険の世帯ごとに、平成 28 年８月１日から平成 29 年７月 31 日までに支払った医療保険・介護保険の
自己負担額が次の基準額を超えた場合に、その超えた額を支給します。

※ 自己負担額が基準額（次表の金額＋ 500 円）を超える場合に、【自己負担額−基準額】を支給します。

支給対象者へのお知らせ・申請手続きについての留意点
■支給対象者には平成 30 年３月までにお知らせします
　お知らせが届いたら、早めに長寿社会課で申請してください。お知らせが届いてから２年を過ぎると申請できません。

基礎控除後の総所得金額 基準額

901 万円超 212 万円

600 万円超 901 万円以下 141 万円

210 万円超 600 万円以下   67 万円

210 万円以下   60 万円

住民税非課税世帯   34 万円

後期高齢者医療制度の世帯、または、国民健康保
険・被用者保険で 70 ～ 74 歳の人がいる世帯

国民健康保険・被用者保険で 70 歳未満の人がい
る世帯

納
付
証
明
書
を

送

付

し

ま

す

　
確
定
申
告
の
際
に
添
付
が
必
要

な
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
証
明
書
（
は
が
き
）
を
、
平

成
30
年
１
月
下
旬
に
納
付
者
に
郵

送
し
ま
す
。

※
納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
金
額

は
、
平
成
29
年
中
に
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
）
で

納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

あ
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に

記
載
さ
れ
た
額
と
、
今
回
、
市

か
ら
郵
送
す
る
納
付
証
明
書
の

額
を
合
算
し
て
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）
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▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
10
月
１
日
～
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
用
遊
具

一
式
、
児
童
ク
ラ
ブ
連
絡
会

活
動
費
助
成
　
十
万
円

伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
市
外
へ
の
情
報
発
信
力
の
強
化

を
図
る
た
め
、
11
月
９
日
、
市
と

市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち

づ
く
り
伊
萬
里
、
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
株

式
会
社
の
４
者
が
、
連
携
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ

ベ
ン
ト
や
観
光
な
ど
の
情
報
を
発

信
し
て
い
た
４
者
。
今
後
は
そ
の

よ
う
な
情
報
を
共
有
し
、
首
都
圏

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
大
学
生
と

い
っ
た
『
よ
そ
者
』、『
若
者
』
な
ど

の
視
点
を
加
え
て
発
信
し
ま
す
。

　
早
速
、
情
報
発
信
の
た
め
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、『
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
』（h

ttp
://im

ari.

style/

）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
の
発
信
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結

↑協定を締結し、ガッチリ握手を交わす４者

◆
年
末
警
戒

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
元
消
防
団
員
が
夜
間
巡
回
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
は
巡
回
と
と
も

に
、
午
後
９
時
に
警
鐘
や
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
の
元

の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

期
　
間

　
12
月
28
日
（
木
）
〜
30
日
（
土
）

●

時
　
間

　
午
後
８
時
〜
午
前
２
時

◆
出
初
式

　『
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
指
し
、
市
消
防
出
初
式
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
観

く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
11
時
20
分

●

場
　
所
　
二
里
小
学
校
　
ほ
か

●

内
　
容
　
パ
レ
ー
ド
、
初
め
式
、

一
斉
放
水
　
な
ど

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

消

防

団

年
末
警
戒
・
出
初
式

料理は残さず食べよう　３
さん

０
まる

 ・ １
いち

０
まる

　運動

　市では、飲食店などでの食べ残しを減らす取り組みの一つである、
『30・10 運動』を推進しています。

《30・10 運動のお約束》
その１　注文する時は、適量を注文しましょう
その２　乾杯後の 30 分間は、席を立たず料理を楽しみましょう
その３　終了前の 10 分間は、自分の席に戻って、もう一度料理を
　　　　楽しみましょう

● 問合先　環境課リサイクル推進係（ 　☎㉓２１４５）

新
曲
『
伊
万
里
港
』

　
11
月
３
日
、４
日
の
２
日
間
、

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
を
記
念

し
た
『
伊
万
里
み
な
と
祭
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
帆
船
『
日

本
丸
』
の
セ
イ
ル
ド
リ
ル
や
帆

船
『
み
ら
い
へ
』
で
の
伊
万
里

湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
海
上
花
火

大
会
、
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
催
し
の
ほ
か
、
企
業
や
各

種
団
体
か
ら
の
出
店
な
ど
も
あ

り
、
約
10
万
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
市
内
外
に
伊
万

里
港
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
次
の
50
年
に
向
け
て
の
輝

か
し
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性

で
終
わ
ら
せ
ず
、
何
か
後
世
に

残
せ
る
も
の
を
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
が
『
歌
』
で
あ
り
、
伊
万

里
の
素
晴
ら
し
い
港
の
歌
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
出
来
た

の
が
、新
曲
『
伊
万
里
港
』
で
す
。

　
曲
作
り
を
市
観
光
大
使
で
演

歌
歌
手
の
池
田
輝
郎
さ
ん
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
池
田
さ
ん
の

恩
師
で
作
曲
家
の
水
森
英
夫
先

生
や
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
快

諾
を
得
て
Ｃ
Ｄ
制
作
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
作
詞
は

市
長
に
と
要
請
さ
れ
、
ま
ず
私

が
歌
詞
を
作
り
、
水
森
先
生
に

曲
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
９
月

４
日
、
東
京
の
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
で
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

の
も
と
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
と
祭
り
の
池
田
輝
郎
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
前
で
初
め
て
『
伊
万
里

港
』
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
池
田
さ
ん
の
伸
び
や
か

な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
歌
声
に

観
客
は
拍
手
喝
采
。
こ
こ
に
伊

万
里
の
新
し
い
ご
当
地
ソ
ン
グ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
最
後
の
月
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
大お

お
み
そ
か

晦
日
に
紅
白
歌
合
戦
が

放
送
さ
れ
ま
す
が
、
年
明
け
て

最
初
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
は
、

ゲ
ス
ト
に
水
森
か
お
り
さ
ん
と

堀
内
孝
雄
さ
ん
を
迎
え
、
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
来
年
の
紅

白
で
池
田
輝
郎
さ
ん
が
『
伊
万

里
港
』
を
歌
う
の
が
正
夢
に
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お

願
い
し
て
一
年
を
閉
じ
ま
す
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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